
図－1 東北線不通期間(3/18～4/20)におけ

る石油救援迂回列車の運転状況 
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１. はじめに 

  貨物鉄道は，最も早く出現した近代化輸送機関であり，社会経済の大動脈としてこれまで社会の発展や国民生活

の向上を支えてきた．しかし，1970 年代以降、特にモータリゼーションの進展に伴い鉄道貨物輸送の分担率が低

水準に留まっている． 

近年，地球温暖化や少子高齢化などの社会問題に対して如何に対応するかが，今後の持続的発展が可能な社会

の実現に向けた大きな課題となっている．鉄道貨物輸送は，輸送量当たりの CO2 排出量が営業用トラックの約 8

分の 1 であり 1），地球温暖化への対策に適した輸送手段であることに加え，最長となる 26 両編成の貨物列車は 10t

トラック 65 台分に相当する貨物を一度に輸送できるため，トラックドライバー不足への対策にも適した輸送手段

であることから，これら社会問題の解決に貢献する輸送モードとして再評価されている．本稿では，社会基盤構

築の視点に基づき，近年発生した自然災害時の救援・復旧輸送体系，そして社会影響などのケース分析を取り上

げ，社会基盤としての貨物鉄道の必要性と重要性について考察する． 

２. 東日本大震災で果たした鉄道貨物輸送の役割 

(1) 石油輸送について 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は，東北地方を中心

とした広範囲に甚大な被害をもたらし，交通運輸全体が機能不

全の状態に陥ったため，被災地域においてガソリンや軽油とい

った石油燃料の不足が問題となった．東北線と常磐線が不通で

あったため，JR 貨物は被災地救援のために地震発生 1 週間後の

2011 年 3 月 18 日から根岸・盛岡貨物ターミナル間を上越線，日

本海縦貫線，青い森鉄道線，いわて銀河鉄道線を経由させる形

で石油救援迂回列車の運転を開始した．さらに同 25 日からは根

岸・郡山間を上越線，磐越西線を経由させる形で石油救援迂回

列車の運転を開始した．これらの迂回列車は 4 月 19 日まで運転

され，東北線が開通した 4 月 21 日からは東北線を用いて石油列

車が運転された．震災後東北線が開通するまでの約 1 ヶ月間に

おける鉄道による石油燃料の迂回輸送量は約 57,000kl に上る．

震災直後の輸送資材及び人員が限られた中で，鉄道貨物タンク

ローリーに換算すると約 2,850 台分に相当する石油燃料を被災

地に輸送した．なお，前年同時期における 1 日当たりの岩手県、宮城県、福島県の 3 県における石油消費量は 1

日当たり約 14,520kl (30 日間で 435,600kl)であり 2），震災発生後 1 ヶ月間において同量の需要があったと仮定する

と，その内の約 13%を関東地方から被災地に鉄道で輸送した（図－1）． 

(2) 災害廃棄物輸送について 

東日本大震災により発生した大量の災害廃棄物は，被災地における処理能力を大幅に超えたため，国は広域処

理を行う方針を立てた．広域処理の輸送手段は，貨物列車が定型大量輸送に適した輸送手段であること，船舶で

輸送する場合は港の復旧が必要となり早期に災害廃棄物の輸送を開始するのが困難であったことなどの理由によ

り，主として鉄道貨物輸送が採用された．鉄道による災害廃棄物輸送は，密閉型専用コンテナを活用し，2011 年
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図－2 鉄道による災害廃棄物輸送 

図－3 台風 18 号による東海道線不通期間における対応 

11 月に岩手県宮古市の災害廃棄物を皮切りに，2012 年 9 月

から 2014 年 1 月までは仙台貨物ターミナル・東京貨物ター

ミナル間において災害廃棄物専用コンテナ列車を運行し，

石巻港駅が復旧してからは石巻港・仙台貨物ターミナル間

においても専用列車を設定した（それ以外は既存の定期列

車を用いて輸送）．災害廃棄物輸送は 2014 年 2 月 21 日をも

って完遂し，被災地の復興に貢献した．貨物列車は，広域

処理必要量の約 8 割に及ぶ約 185,000t もの災害廃棄物を岩

手県及び宮城県から東京都，埼玉県，群馬県，神奈川県，

静岡県，新潟県，富山県，石川県，福井県に輸送（約 96,900,000

トンキロ）した（図－2）．なお，災害廃棄物輸送を営業用

トラックではなく鉄道で行ったことで削減した CO2排出量

は約 17,400t である． 

３. 鉄道貨物輸送寸断の社会影響（平成 26 年台風 18 号による東海道線の不通における影響） 

平成 26 年 10 月 6 日，台風 18 号の影響により，東海道線由比・興津間において，線路への土砂流入が発生し，

同 16 日まで計 10 日間におよび同区間が不通となった． 

この不通により計 858 本の貨物列車が運休を余儀なくされたが，日本海縦貫線や中央線経由により，東海・北

海道間，関東・関西間，関東・関西及び九州間の迂回輸送の貨物列車を設定し，東海道線では静岡貨物及び西浜

松での九州方面折り返し運転（東京・静岡及び浜松間はトラック代行等による輸送）を始めとする代替輸送を実

施した（図－3）．この不通により失われた 1 日当たりの輸送力は，12ft コンテナ換算個数で 11,148 個に及んだが，

日本海縦貫線や中央線を使った迂回運転やトラックによる代行輸送の活用により，最大で約 20%に及ぶ 2,180 個の

輸送力を確保した．同年 9 月の東海道線の積載率

は約 80%であり,それを考慮に入れると今回の不

通によりトラックで輸送されたと考えられるのは

12ft コンテナ換算で約 6,740 個であり，仮にコン

テナ 1 個を 1 台のトラックで輸送したと仮定すれ

ば同数のトラックの延べ台数が必要となったと考

えられる．さらに 1 台のトラックに 1 名のドライ

バーと仮定するとトラックと同数のドライバーの

延べ人数を確保する必要がある．実際に荷主企業

からは緊急時に別の輸送モードへの切換えを行う

ことは容易ではないとの意見が出ており，大量輸

送の特性を持つ鉄道による迂回経路，つまり鉄道

貨物輸送ネットワークの確保が社会基盤として求

められている． 

４. まとめ 

  本稿では，持続的な発展を可能とする社会基盤の構築において，鉄道貨物輸送の役割を再認識することを念頭に

して，ケース分析による貨物鉄道の必要性と重要性を考察した．今後の交通運輸政策の策定において，旅客交通に

加えて，鉄道貨物輸送を含めた貨物交通の議論が更に拡大されることを期待する． 
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実施した対応策（提供輸送力 最大時往復 2,180個／日（通常時の約20％））
①トラック代行（2区間片道最大12ｆｔコンテナ換算200個）
②迂回列車の運転（最大時4区間4往復）
③定期列車の接続（1区間）
④折返し列車・区間列車の運転（最大時7区間8往復）

迂回運転
折返し運転
トラック代行

（凡例） 名古屋タ発札幌タ行き 日本海縦貫線経由

札幌タ発名古屋タ行き 日本海縦貫線経由

東京タ発福岡タ行き 上越線・日本海縦貫線経由

接続
＜60＞

福岡タ発東京タ行き 日本海縦貫線・上越線経由

大阪～金沢 東京～金沢

１往復
（定期列車）

１往復（定期列車）

東京タ発大阪タ行き 中央東線・中央西経由

大阪タ発東京タ行き 中央東線・中央西経由

静岡貨物～福岡タ 折返し
トラック代行

（輸送力
片道 150個／日）西浜松～福岡タ 折返し

トラック代行

（輸送力片道 50個／日）
西浜松～広島タ 折返し

※ 「タ」は「貨物ターミナル」の略
札幌タ～富士
折返し１往復

名古屋タ～静岡貨物

関西～福岡タ

関西～広島

１往復

東海道線
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地
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田
川
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大阪タ発仙台タ行き 日本海縦貫線経由・青森経由

仙台タ発大阪タ行き 青森経由・日本海縦貫線経由
１往復

２往復

１往復

１往復

仙台タ駅

東京タ駅

女川町、石巻市

タ：貨物ターミナルの略

宮古市、大槌町、山田町、
野田村、釜石市、大船渡市、

洋野町

静岡貨物駅

鉄道輸送で受入れた自治体
及び鉄道により運搬された量

【岩手県】121,488t

【宮城県】63,092t

石巻港駅

石川県
2,048t

西浜松駅

金沢タ駅

盛岡タ駅

新潟県
344t

福井県
8t

富山県
1,176t

倉賀野駅

陸前高田市、
大船渡市

高岡貨物駅

富山貨物駅

相模貨物駅

神奈川県
244t

東京都
167,148t

静岡県
3,560t

埼玉県
1,672t

熊谷タ駅

【凡例】

南福井駅

沼津駅

新潟タ駅南長岡駅

黒井駅

群馬県
8,380t
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